






































































































































































































一休和尚伝とする「香の十徳」に「感格鬼神 清浄心身 能除汚穢 能覚睡
眠 静中成友（後略）」とある。香の効能を伝えるとされているが、そればか
りでなく心を伝えるものであると考える。香は自己の超越へと至らしめるもの
であり、また香により人は身も心も潤い、心が開き、和も生じる。しかし、形
無く虚空に満ち、有でも無でもない。そのような香に心を澄まし内なる声を聞
くことが真髄である。一休より更に先人達の香への想いを伝えている。
伝統は変化していくものであるが、時代の好みに即応するのではなく、本質
的なものは守り伝え、より良い方向へと進まなくてはならない。
「香」の本来の有り方を見つめ、再構築し、発信し続けることが重要である。
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